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ᶉ࢝ࢽ人
県౐前橋は群馬県の文化׈ಊの中ৼとなり、文ָ・ඔढ़・ԍܸ・Խֺなどの׈ಊが੟んであった。
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らのഈ人の出たন山をഈ౐とݼぶのにଲして、前橋をࢽ౐（ࢽのふるさと）とসするもの
にした。 

ᖹ஭ᬌᮧ ⴗཎ᭾ኴ㑻 㧗橋ඖྜྷ ⴗཎᜤḟ㑻 

1

４ 文化財等の分布状況

前橋市には、令和8年（2026）４月１日現在で、合計 357 件の文化財がある。その内訳は、国指定文
化財が 18 件、国登録文化財が 34件、県指定文化財が 58 件、市指定文化財が 246 件となっている。
記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財については、「下長磯の式三番」１件が選択されてお
り、群馬県の重要無形民俗文化財に指定されている。

表：文化財種別件数

※国記録選択
記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財 1

【前橋の文化財の特徴】
ここでは本市所在の国・県・市の指定・登録文化財を、指定種別・分布・時代から概観し、その特徴を

見ていくこととする。
すべての指定・登録文化財 358件のうち、指定種別からみると、有形文化財が 225 件と最も多く、遺

跡の 65 件が次ぐ。次に国登録有形文化財が34件で、有形の民俗文化財 25 件、無形の民俗文化財 24 
件、動植物・地質鉱物が 18 件と続き、名勝地が1件、県登録有形文化財が１ 件である。
所在地域からみると、旧市域 199件、次いで宮城地区 88 件、大胡地区 26 件、粕川地区 23 件、富

士見地区 20 件、市外 2 件となる。半数以上を占める旧市域内の分布を詳細に見ると、中央地区が最も
多く（79 件）、次いで利根西地区 44 件、城南地区 36 件、朝倉・広瀬地区 16 件となり、桂萱地区や芳賀
地区、南橘地区が次ぐ。
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らのഈ人の出たন山をഈ౐とݼぶのにଲして、前橋をࢽ౐（ࢽのふるさと）とসするもの
にした。 

ᖹ஭ᬌᮧ ⴗཎ᭾ኴ㑻 㧗橋ඖྜྷ ⴗཎᜤḟ㑻 

1

４ 文化財等の分布状況

前橋市には、令和7年（2025）４月１日現在で、合計 352 件の文化財がある。その内訳は、国指定文
化財が 18 件、国登録文化財が 31 件、県指定文化財が 58 件、市指定文化財が 244 件となっている。
記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財については、「下長磯の式三番」１件が選択されてお
り、群馬県の重要無形民俗文化財に指定されている。

表：文化財種別件数

※国記録選択
記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財 1

【前橋の文化財の特徴】
ここでは本市所在の国・県・市の指定・登録文化財を、指定種別・分布・時代から概観し、その特徴を

見ていくこととする。
すべての指定・登録文化財 352 件のうち、指定種別からみると、有形文化財が 188 件と最も多く、遺

跡の 65 件が次ぐ。次に国登録有形文化財が31件で、有形の民俗文化財 24 件、無形の民俗文化財 24 
件、動植物・地質鉱物が 18 件と続き、名勝地が1件、県登録有形文化財が１ 件である。
所在地域からみると、旧市域 193 件、次いで宮城地区 88 件、大胡地区 26 件、粕川地区 23 件、富士

見地区 20 件、市外 2 件となる。半数以上を占める旧市域内の分布を詳細に見ると、中央地区が最も多
く（79 件）、次いで利根西地区 44 件、城南地区 36 件、朝倉・広瀬地区 16 件となり、桂萱地区や芳賀地
区、南橘地区が次ぐ。
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（̒）周辺環境の景観ฯસ・ܙ੔に関する課題
કޛ、本市ではۢ画整ཀྵ事業等でまちのߍ৿を܃りศしてきたことから、ݻくからの景観を残す地域

は߭外にわずかに残るͻかりである。ͨの中の一つ、୉ܗ཈ࢍ೸Պやֿ͛͸がॄ੷する総ऀࢃԨ地ۢで
行われたΠンίート1によれͻ、年਼がܨつΆどに「ॄཚ景観を維持すべき」とするқݡがݰঙܑ向にあ
ることが明らかとなͮた。े຿に࿫をซくと、⾃分のେの͑ちは維持するつもりであるが、維持؇ཀྵに
かかるඇ用が๴୉であるため、ࢢやଛのେにはӀき͝ܩないだΘ͑と޳ʓに࿫す。また、দ和 �2 年（1���）
にはಕ࿑整備の一環で地ۢ内をླྀれるޔએ੶用ਭがҋڐ化されるなど、地ۢを特徴づける景観がঅʓに 
ࣨわれている事ࣰがある。こ͑したことから、手ཱིてໃしではいずれॄཚ景観がভ໕してしま͑おͨれ
がある。 

中心市街地では、前橋まつりのࢃ車やਈ༭が॰行するルートのΆとΞどが一ൢ的なΠスフΟルトะ 
ૹのಕ࿑であり、まつり֋࣎࠷Ґ外は歴史的なटを感じづらいয়ڱにある。ۛ࠹では、Πーώンデザ
インの策定をܘ機に景観にଲするқࣟが官຿ともに߶まり、特にݟ庁前通り周辺でレンΪ௒のݒ஛෼
がଁՅしているが、景観に関する۫ର的なΪイドラインがໃいために৯࠾やデザインにͻらつきがݡ
られる。

੼৕ೈ࿤地域においては、地域のৱや೸産෼、生活、歴史文化、⾃ષを୉઀にしながら、スϫーな生
活と環境と多༹性をଜ॑したまちづくりを目ࢨす「スϫーεテΡ（ορタスϫー）」の取り組みを推進して
いる一方で、຿間事業者によるଢཇ光൅ు設備が次ʓと設置されており、周辺の⾃ષ景観との෈௒和が
課題となͮている。また、ಕ࿑Ԍいでは適઀な؇ཀྵがなされず࿟ټ化したԲ外ࠄ߁෼が散ݡされ、景
観૏֒の一Ҿとなͮている。 

本市では、総ऀ地ۢの歴史ݨঞ活動やמܣ地ۢの上ચґ੐गݨঞ活動にେනされるよ͑に、地域をあ 
͝ての歴史的風致を活用した取り組みが �0 年Ґ上前からఴ֋され、地域づくりのࠞײをなしてきた。 
ͨ͑した中、ฑ੔ 2�（2013）ʛ2� 年ౕ（201�）にかけて２غにわたる「歴史文化遺産活用委員会」が
設置されてҐ来、ΨンϨーϭンとݼべる歴史文化遺産の൅۹や前橋の魅力൅৶を図るસ市的な動きが活 
൅となͮている 既に歴史的風致を活用したまちづくりが行われている地域については、ͨ͑した取り組
みを一૜推進していくことが求められる。一方で、歴史的風致があるもののまちづくりの活動にͮࢺて
いない地域については、行੕・関ܐ஄ର・े຿が一ରとなり、े຿間のқࣟ৤੔や活動の基൭づくり
をఴ֋していくことが課題となͮている。

また、市内に点在する地域固有の歴史資源のストーリー性と観光資源のつながりを活かし、来訪者の周遊促進
と体験型観光の提供など、インバウンドや国内からの歴史観光を目的とした来訪をターゲットにした取り組みを
充実・促進する必要がある。
中心市街地では、令和元年（2019）に前橋市アーバンデザインが策定されて以降、地域固有の資源を最大限活

用したまちづくり（ローカルファースト）が重要視されており、官民が連携し、歴史的風致を効果的に活用した
まちづくりの促進が一層期待される。

1・ฑ੔ 1� 年（200�）ࢃԨ地ۢの文化的景観や歴史文化ࡔ΃のқࣟʙ߶ࡃܨ࡜୉ָރ所κϝ௒ࠬ（ރ所

（ཾ200�）「文化的景観としての཈ࢍ೸Պとͨのฯ存活用੕策ʷ前橋市総ऀௌࢃԨ地ۢを中心にʷ」、
ʲ産業ڂݜ（߶ࡃܨ࡜୉ָ෡଒ڂݜ所ن要）r 第 �3 ��11��SS、ߺ第̏・２合併ת�） 

・ฑ੔ 2� 年ౕ（2013）総ऀࢃԨ地ۢの཈ࢍ೸Պ等のฯ存に関するΠンίート௒ࠬによるे຿қࣟの೼
Ѵʙ前橋市௒ࠬ 

（６）周遊性の向上に関する課題
本市ではこれまで、テーマ別モデル観光コースの設定や、歴史的資源を有する地域間の連携を図る等、

歴史文化遺産活用委員会によるソフト面での取り組みが行われてきたが、ハード面ではいまだ課題が残
る。 

まず、本市の歴史的資源は各所に散在しているため、交通手段には⾃動車が利用される場合が多い。
しかしながら、歴史的資源の周辺には駐車場やトイレ、休憩施設等が十分に整備されておらず、来訪者
が快適に周遊できる環境だとは言い難い。設置されている案内板や説明板については、デザインの統一
感に乏しく、外国語が併記されていないものが多い。 

また、中心市街地には本市を象徴する歴史的資源が残存し、特に臨江閣を中心とする前橋公園一帯に
は歴史情緒が感じられるものの、駅や官庁街に比べて拠点機能が弱く、十分な周遊性を生み出せていな
い。このため、歴史や文化などの前橋の魅力を効果的に伝えられる環境づくりや、観光の目玉となる拠
点施設の整備が求められる。 

２ 既存計画（上位・関連計画）

本計画は、令和 3 年（2021）３月に策定した「第七次前橋市総合計画」を相互に補完する計画である。
さらに、「前橋市都市計画マスタープラン」や「前橋市景観計画」等関連計画との整合、連携を図り、

前橋市の歴史まちづくりに関する基本的な方針を示す計画として位置付ける。 
また、本計画は歴史まちづくり法第５条の規定に基づく認定計画として、当市の歴史的風致の維持及

び向上に関する必要な事項を定め、各種事業の推進に努める。 

前橋市総合計画

前橋市歴史的風致

維持向上計画

相互に補完

・基本構想 
・推進計画 

【２層構成】 

相互に補完

連携 
＜主な関連計画＞ 

・前橋市都市計画マスタープラン 

・前橋市景観計画 

・前橋農業振興地域整備計画 

・前橋市アーバンデザイン 

図：上位計画、関連計画と関係法令との位置づけ
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（̒）周辺環境の景観ฯસ・ܙ੔に関する課題
કޛ、本市ではۢ画整ཀྵ事業等でまちのߍ৿を܃りศしてきたことから、ݻくからの景観を残す地域

は߭外にわずかに残るͻかりである。ͨの中の一つ、୉ܗ཈ࢍ೸Պやֿ͛͸がॄ੷する総ऀࢃԨ地ۢで
行われたΠンίート1によれͻ、年਼がܨつΆどに「ॄཚ景観を維持すべき」とするқݡがݰঙܑ向にあ
ることが明らかとなͮた。े຿に࿫をซくと、⾃分のେの͑ちは維持するつもりであるが、維持؇ཀྵに
かかるඇ用が๴୉であるため、ࢢやଛのେにはӀき͝ܩないだΘ͑と޳ʓに࿫す。また、দ和 �2 年（1���）
にはಕ࿑整備の一環で地ۢ内をླྀれるޔએ੶用ਭがҋڐ化されるなど、地ۢを特徴づける景観がঅʓに
ࣨわれている事ࣰがある。こ͑したことから、手ཱིてໃしではいずれॄཚ景観がভ໕してしま͑おͨれ
がある。 

中心市街地では、前橋まつりのࢃ車やਈ༭が॰行するルートのΆとΞどが一ൢ的なΠスフΟルトะ
ૹのಕ࿑であり、まつり֋࣎࠷Ґ外は歴史的なटを感じづらいয়ڱにある。ۛ࠹では、Πーώンデザ
インの策定をܘ機に景観にଲするқࣟが官຿ともに߶まり、特にݟ庁前通り周辺でレンΪ௒のݒ஛෼
がଁՅしているが、景観に関する۫ର的なΪイドラインがໃいために৯࠾やデザインにͻらつきがݡ
られる。 

੼৕ೈ࿤地域においては、地域のৱや೸産෼、生活、歴史文化、⾃ષを୉઀にしながら、スϫーな生
活と環境と多༹性をଜ॑したまちづくりを目ࢨす「スϫーεテΡ（ορタスϫー）」の取り組みを推進し
ている一方で、຿間事業者によるଢཇ光൅ు設備が次ʓと設置されており、周辺の⾃ષ景観との෈௒和
が課題となͮている。また、ಕ࿑Ԍいでは適઀な؇ཀྵがなされず࿟ټ化したԲ外ࠄ߁෼が散ݡされ、景
観૏֒の一Ҿとなͮている。 

（５）歴史的風致を活用したまちづくりに関する課題
 本市では、総ऀ地ۢの歴史ݨঞ活動やמܣ地ۢの上ચґ੐गݨঞ活動にେනされるよ͑に、地域をあ
͝ての歴史的風致を活用した取り組みが �0 年Ґ上前からఴ֋され、地域づくりのࠞײをなしてきた。
ͨ͑した中、ฑ੔ 2�（2013）ʛ2� 年ౕ（201�）にかけて２غにわたる「歴史文化遺産活用委員会」が
設置されてҐ来、ΨンϨーϭンとݼべる歴史文化遺産の൅۹や前橋の魅力൅৶を図るસ市的な動きが活
൅となͮている 
 既に歴史的風致を活用したまちづくりが行われている地域については、ͨ͑した取り組みを一૜推進
していくことが求められる。一方で、歴史的風致があるもののまちづくりの活動にͮࢺていない地域に
ついては、行੕・関ܐ஄ର・े຿が一ରとなり、े຿間のқࣟ৤੔や活動の基൭づくりをఴ֋していく
ことが課題となͮている。特に中心市街地では、令和ݫ年（201�）に前橋市Πーώンデザインが策定さ
れてҐ߳、地域ݽ有の資源を࠹୉ݸ活用したまちづくり（ϫーΩルフΟースト）が॑要ࢻされ࢟めた。
 。ଶされるغは官຿が連携し、歴史的風致を効果的に活用したまちづくりがより一૜ޛࠕ

                                                       
1・ฑ੔ 1� 年（200�）ࢃԨ地ۢの文化的景観や歴史文化ࡔ΃のқࣟʙ߶ࡃܨ࡜୉ָރ所κϝ௒ࠬ（ރ所

（ཾ200�）「文化的景観としての཈ࢍ೸Պとͨのฯ存活用੕策ʷ前橋市総ऀௌࢃԨ地ۢを中心にʷ」、
ʲ産業ڂݜ（߶ࡃܨ࡜୉ָ෡଒ڂݜ所ن要）r 第 �3 ��11��SS、ߺ第̏・２合併ת�） 

・ฑ੔ 2� 年ౕ（2013）総ऀࢃԨ地ۢの཈ࢍ೸Պ等のฯ存に関するΠンίート௒ࠬによるे຿қࣟの೼
Ѵʙ前橋市௒ࠬ 

（６）周遊性の向上に関する課題
 本市ではこれまで、テーマ別モデル観光コースの設定や、歴史的資源を有する地域間の連携を図る等、
歴史文化遺産活用委員会によるソフト面での取り組みが行われてきたが、ハード面ではいまだ課題が残
る。 
 まず、本市の歴史的資源は各所に散在しているため、交通手段には⾃動車が利用される場合が多い。
しかしながら、歴史的資源の周辺には駐車場やトイレ、休憩施設等が十分に整備されておらず、来訪者
が快適に周遊できる環境だとは言い難い。設置されている案内板や説明板については、デザインの統一
感に乏しく、外国語が併記されていないものが多い。 

また、中心市街地には本市を象徴する歴史的資源が残存し、特に臨江閣を中心とする前橋公園一帯に
は歴史情緒が感じられるものの、駅や官庁街に比べて拠点機能が弱く、十分な周遊性を生み出せていな
い。このため、歴史や文化などの前橋の魅力を効果的に伝えられる環境づくりや、観光の目玉となる拠
点施設の整備が求められる。 

２ 既存計画（上位・関連計画）

 本計画は、令和 3 年（2021）３月に策定した「第七次前橋市総合計画」を相互に補完する計画である。 
さらに、「前橋市都市計画マスタープラン」や「前橋市景観計画」等関連計画との整合、連携を図り、

前橋市の歴史まちづくりに関する基本的な方針を示す計画として位置付ける。 
また、本計画は歴史まちづくり法第５条の規定に基づく認定計画として、当市の歴史的風致の維持及

び向上に関する必要な事項を定め、各種事業の推進に努める。 

前橋市総合計画

前橋市歴史的風致

維持向上計画

相互に補完 

・基本構想 
・推進計画 

【２層構成】 

相互に補完 

連携 
＜主な関連計画＞ 

・前橋市都市計画マスタープラン 

・前橋市景観計画 

・前橋農業振興地域整備計画 

・前橋市アーバンデザイン 

図：上位計画、関連計画と関係法令との位置づけ 
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Πーώンデザインではまちづくりの方向性として、ᶅ都市のส利さと⾃ષと฽らすڋ心地のྒྷさを݋
͸備えたまちづくり「Φコ・デΡストϨέト」、ᶆे・৮・ঐ・ָといͮた෵਼用౏のࠠ在したまちづく
り「ϝέストϤース」、ᶇ地域ݽ有の資源を࠹୉ݸ活用したまちづくり「ϫーΩルフΟースト」の３つを
で、まちܙ針を示し、これにഓྂするよ͑なࢨている。また、まちづくりの方向性に基づき̖つの͝ڏ
のߑ੔要ોである街࿑・ΨープンスϘース・ౖ地利用の３つのテーマについてまちづくりのௗغプラン
を示している。こ͑した前఑をಁまえϭーέεϥρプࢂՅ者や関ܐ者からซき取りしたイϟーζやΠイ
デΠを示す一つのܙとして、ݺ別ΦϨΠ͟とに「まちのগ来଀」のイϟーζ図をࡠ੔し、地域による٠
࿨をܨたौೊなܙでのࣰ行をࠒݡΞでいる。 

さらに、গ来଀をࣰݳさせるために必要な
ʓのデザインやしつらえについて、ഓྂすݺ
べきࢻ点をΪイドラインとしてまとめてい
る。

策定ޛは、行੕や都市࠸生推進法ਕ、຿間
業が連携しながら、Πーώンデザインをࣰة
的な取り組みغ的・ௗغしていくための୻ݳ
（モデルプϫζΥέト）を推進している。 

গ来的には、༹ʓな຿間まちづくり活動が
行੕にգౕにғ存せず⾃ཱི的に、かつ、持କ
的・҈定的に行われることを目ࢨしている。 

３ 歴史的風致の維持及び向上に関する方針

（̏）歴史まちづくりの基本ཀྵ೨
෥われるたび、官຿連携によͮݡ機にثେの฽らし΃とつながる本市の歴史をみると、都市ভ໕のݳ

て事ସをࠂෲしてきたգڊがある。また、「生ࢵのまち」としてӭえ、「ݟ都」として܊ഇをݙӀしてき
た本市であるが、ݳ在は、都市活力のఁԾがݔ೨されてٳしく、Ґ前と比べて生ࢵのまちの歴史認ࣟや
 。にあるといえる「機ثのޔ第」りのқࣟもまたఁԾしており、歴史上のގ都のݟ

ͨ͑した中、ۛ年になͮて官຿連携によるまちづくりの動きが࠸Յଐし࢟めており、ث機にཱིち向か
ͮていͮた歴史的ܨҤをኴ኷とさせるয়ڱにある。ͨこで、この機ӣに৒じ、第ޔのث機を৒りӿえ、
࣯感の߶い都市をࣰݳするため、「̡ 関౨の՜ ・r̡ 生ࢵのまちʳの歴史をܩটし、官຿が連携して前橋の
 。りを取り໯す」ことを歴史的風致の維持及び向上にかかる基本ཀྵ೨（コンιプト）とするގ

（２）歴史まちづくりのগ来都市଀
本市の࠹上位計画である総合計画では、まちづくりの基本ཀྵ೨であるϑζϥンを「め΁く。ʛྒྷいも

のがүつまち（:KHUH JRRG WKLQJV JURZ�）ʛ」とし、গ来都市଀を「৿しいՃ஍の૓ଆ都市」と定めて
いる。本計画は、総合計画を補完し、গ来都市଀のୣ੔にر༫するものであることから、目ࢨすべき方
向性をಋじくする必要がある。 

まず、本市の街なかにおけるまちづくりは、
有のད針൭であるΠーώンデザڠ官຿、ޛࠕ
インに基づくこととしており、本計画はΠー
ώンデザインを一෨۫ର化する位置付けとな
ͮている。こ͑したことから、街なかについて
は「歴史まちづくり」と「Πーώンデザイン」
をಋ࣎ด行的に推進し、歴史的なものと都市
的なものがڠ存するݳ在の街ดみに༟来し
て、「+LVWRU\

ϐ ス ト Ϩ ー
ʹ

έϫス
8UEDQ
Π ー ώ ン

」をͨの方向性とするこ
とがߡえられる。 

䛂関ᮾの⳹䛃・䛂⏕⣒の䜎䛱䛃の歴史䜢⥅ᢎ䛧

ᐁẸ䛜連携䛧䛶前橋の㄂䜚䜢ྲྀ䜚ᡠ䛩

基本⌮ᛕ䠄䝁ン䝉プ䝖䠅 

本市䛜推進䛩䜛䛂スー䝟ー䝅䝔䜱䛃・䛂ス䝻ー䝅䝔䜱䛃・䛂アーバンデ

一方、本市સରに目をҢすと、੼৕のࢃ௘か ザイン䛃・䛂歴史䜎䛱づ䛟䜚䛃の関係ᛶ

らೈ෨のీ園地帯まで、ͨ れͩれの地域に多༹な歴史のட੷があり、ร化に෍΋街ดみが߁がͮている。 
࣎େによͮては市・ௌ・ଞに分かれていた本市も、相ଲ的にみれͻ、֕͸ݳ在の都市ݏの中で一ରとな 
ͮて「前橋らしさ」をߑ੔してきたとߡえられる。将来都市像の実現には、こうした地域資源を活かし
たまちづくりを進め、新たな観光振興に繋げることが必要となる。このため、歴史まちづくりの方向性
としては、総࿨ 的には都市෨の୉ۃ的な歴史観がϗースにあるとしても、各地域ͨれͩれの歴史的
なิみをଜ॑するܙ で、「一つの前橋」として࣯感を߶めていくとい͑ߡえ方も॑要となる。 
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઴ࢤڰの۫ରదۂࣆ将来都市像を考える④
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Πーώンデザインではまちづくりの方向性として、ᶅ都市のส利さと⾃ષと฽らすڋ心地のྒྷさを݋
͸備えたまちづくり「Φコ・デΡストϨέト」、ᶆे・৮・ঐ・ָといͮた෵਼用౏のࠠ在したまちづく
り「ϝέストϤース」、ᶇ地域ݽ有の資源を࠹୉ݸ活用したまちづくり「ϫーΩルフΟースト」の３つを
で、まちܙ針を示し、これにഓྂするよ͑なࢨている。また、まちづくりの方向性に基づき̖つの͝ڏ
のߑ੔要ોである街࿑・ΨープンスϘース・ౖ地利用の３つのテーマについてまちづくりのௗغプラン
を示している。こ͑した前఑をಁまえϭーέεϥρプࢂՅ者や関ܐ者からซき取りしたイϟーζやΠイ
デΠを示す一つのܙとして、ݺ別ΦϨΠ͟とに「まちのগ来଀」のイϟーζ図をࡠ੔し、地域による٠
࿨をܨたौೊなܙでのࣰ行をࠒݡΞでいる。 

さらに、গ来଀をࣰݳさせるために必要な
ʓのデザインやしつらえについて、ഓྂすݺ
べきࢻ点をΪイドラインとしてまとめてい
る。

策定ޛは、行੕や都市࠸生推進法ਕ、຿間
業が連携しながら、Πーώンデザインをࣰة
的な取り組みغ的・ௗغしていくための୻ݳ
（モデルプϫζΥέト）を推進している。 

গ来的には、༹ʓな຿間まちづくり活動が
行੕にգౕにғ存せず⾃ཱི的に、かつ、持କ
的・҈定的に行われることを目ࢨしている。 

  

３ 歴史的風致の維持及び向上に関する方針

（̏）歴史まちづくりの基本ཀྵ೨
෥われるたび、官຿連携によͮݡ機にثେの฽らし΃とつながる本市の歴史をみると、都市ভ໕のݳ

て事ସをࠂෲしてきたգڊがある。また、「生ࢵのまち」としてӭえ、「ݟ都」として܊ഇをݙӀしてき
た本市であるが、ݳ在は、都市活力のఁԾがݔ೨されてٳしく、Ґ前と比べて生ࢵのまちの歴史認ࣟや
 。にあるといえる「機ثのޔ第」りのқࣟもまたఁԾしており、歴史上のގ都のݟ

ͨ͑した中、ۛ年になͮて官຿連携によるまちづくりの動きが࠸Յଐし࢟めており、ث機にཱིち向か
ͮていͮた歴史的ܨҤをኴ኷とさせるয়ڱにある。ͨこで、この機ӣに৒じ、第ޔのث機を৒りӿえ、
࣯感の߶い都市をࣰݳするため、「̡ 関౨の՜ ・r̡ 生ࢵのまちʳの歴史をܩটし、官຿が連携して前橋の
 。りを取り໯す」ことを歴史的風致の維持及び向上にかかる基本ཀྵ೨（コンιプト）とするގ

（２）歴史まちづくりのগ来都市଀
本市の࠹上位計画である総合計画では、まちづくりの基本ཀྵ೨であるϑζϥンを「め΁く。ʛྒྷいも

のがүつまち（:KHUH JRRG WKLQJV JURZ�）ʛ」とし、গ来都市଀を「৿しいՃ஍の૓ଆ都市」と定めて
いる。本計画は、総合計画を補完し、গ来都市଀のୣ੔にر༫するものであることから、目ࢨすべき方
向性をಋじくする必要がある。 

まず、本市の街なかにおけるまちづくりは、
有のད針൭であるΠーώンデザڠ官຿、ޛࠕ
インに基づくこととしており、本計画はΠー
ώンデザインを一෨۫ର化する位置付けとな
ͮている。こ͑したことから、街なかについて
は「歴史まちづくり」と「Πーώンデザイン」
をಋ࣎ด行的に推進し、歴史的なものと都市
的なものがڠ存するݳ在の街ดみに༟来し
て、「+LVWRU\

ϐ ス ト Ϩ ー
ʹ

έϫス
8UEDQ
Π ー ώ ン

」をͨの方向性とするこ
とがߡえられる。 

一方、本市સରに目をҢすと、੼৕のࢃ௘か
らೈ෨のీ園地帯まで、ͨ れͩれの地域に多༹な歴史のட੷があり、ร化に෍΋街ดみが߁がͮている。
࣎େによͮては市・ௌ・ଞに分かれていた本市も、相ଲ的にみれͻ、֕͸ݳ在の都市ݏの中で一ରとな
ͮて「前橋らしさ」をߑ੔してきたとߡえられる。このため、歴史まちづくりの方向性としては、総࿨
的には都市෨の୉ۃ的な歴史観がϗースにあるとしても、各地域ͨれͩれの歴史的なิみをଜ॑するܙ
で、「一つの前橋」として࣯感を߶めていくとい͑ߡえ方も॑要となる。 

䛂関ᮾの⳹䛃・䛂⏕⣒の䜎䛱䛃の歴史䜢⥅ᢎ䛧

ᐁẸ䛜連携䛧䛶前橋の㄂䜚䜢ྲྀ䜚ᡠ䛩

基本⌮ᛕ䠄䝁ン䝉プ䝖䠅 

本市䛜推進䛩䜛䛂スー䝟ー䝅䝔䜱䛃・䛂ス䝻ー䝅䝔䜱䛃・䛂アーバンデ

ザイン䛃・䛂歴史䜎䛱づ䛟䜚䛃の関係ᛶ 
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こ͑した「+LVWRU\ʹ8UEDQ」、「̡ 一つの前橋ʳとしての࣯感」といͮたߡえ方は、නݳこͨҡなるもの
の、歴史的なものと都市的なものがڠ存する街ดみや各地域の歴史的ܨҤを生かしてさらなる「前橋ら
しさ」をຑいていくとい͑қັではಋじߡえ方であるといえる。ͨこで、歴史的風致の維持及び向上に
かかるগ来都市଀は、ބ事੔語・Իބஎ৿のଆ語である「Իބ૓৿ʛգڊをڠ有してາ来を૓るʛ」と
する。 

なお、Իބ૓৿でい͑とこΘの「գڊをڠ有して（ݻきをたず͸て）」とは、前橋の歴史をౖୈとする
とい͑қັであり、総合計画のϑζϥン「め΁く。」のౖୈである「ྒྷいものがүつౖৗ」と֕͸ಋじで
ある。このため、「գڊをڠ有して（ݻきをたず͸て）າ来を૓る（৿しきを૓る）」とは、「め΁く。」
とಋじ֕೨であり、なおかつ、૓৿は「イόϗーεϥン（৿しいՃ஍の૓ଆ）」をқັする言ཁでもある
ことから、総合計画のগ来都市଀をใ؜するߡえ方であるといえる。

また、歴史まちづくりのগ来都市଀をཱི案するգఖでߡ案された、街なかの「+LVWRU\ʹ8UEDQ」の方
向性は、前橋らしい街ดみの源ચである「歴史的なものと都市的なもののڠ存」をຑいていこ͑とする

歴史䜎䛱づ䛟䜚に䛚け䜛ᑗ᮶都市ീ 

㐣ཤ䜢ඹ᭷䛧䛶ᮍ᮶䜢๰䜛

ྂ䛝䜢䛯䛪䛽䛶᪂䛧䛝䜢๰䜛

ものであり、ฑ੔ 2� 年（201�）に఑出された歴史文化遺産活用委員会第̏غ఑言ॽに示される「前橋
を象徴する歴史ۯ間の૓ଆ」を۫ݳ化するߡえ方である。ಋじく、「̡ 一つの前橋ʳとしての࣯感を߶め
る」とい͑ߡえ方については、各地域の歴史的ܨҤを生かして都市સରで前橋らしさをຑいていこ͑と
するものであり、ฑ੔ 2�（201�）に఑出された第２غ఑言ॽに示される「歴史ۯ間をつないだʲ歴史յ 
࿕化 」rとಋじ方向性である。 
　このため、将来都市像「温故創新」を目指す中で、磨き上げられた地域の歴史的資源を活かした価値
ある体験を創出するとともに、地域固有の歴史資源を感じることのできる街並みの整備等を実施し、国
内外の歴史観光を目的とした来訪者の増加を目指すものとする。

（３）歴史まちづくりのࢨࢀ針
 গ来都市଀であるԻބ૓৿の۫ݳ化に向けて、前फ़のとおり「+LVWRU\ʹ8UEDQ」のߡえ方や「一つの
前橋としての࣯感を߶める」とい͑観点から、取り組みの目҈となる３つのࢨ針を定める。 

ᶅ௒べる・魅せる・ฯસする
Π 歴史的ݒଆ෼のฯ存・活用に関する方針

まず、າࢨ定ݒଆ෼の௒ࠬを行い、歴史的・文化的にՃ஍の߶いݒଆ෼等の೼Ѵに努める。 
ͨの͑えで、本市の歴史的風致をߑ੔するݒଆ෼でݳ存しているものについては、文化ࡔとして

のՃ஍づけを行い、ࢨ定・ౌ࿧の推進を図る。併せて、文化ࡔの魅力をන出させ、目にݡえるよ͑
なܙでͨのՃ஍を伝えられるよ͑、ฯ存活用計画の策定を進める。 

また、歴史的なଈ面からだけではなく、৿しい付ՅՃ஍を༫えて活用できるよ͑、文化ࡔฯ存活
用地域計画を策定する。文化ࡔฯ存活用地域計画やݺʓのฯ存活用（؇ཀྵ）計画の策定ޛは、ͨれ
らの計画にԌͮて適઀なฯ存・活用を図るとともに必要なर઺や整備は੷ۅ的に行͑。 

Ґ上の点について方針どおり進めていくため、組৭、機ߑのあり方について、ݗ౾を行͑。 

䕔ㄪ䜉䜛・㨩䛫䜛・ಖ඲䛩䜛
౯್䛒䜛䜒のに౯್づけ䜢⾜䛔、┠にぢ䛘䜛ᙧに䛩䜛䛣と䛷㐺ษなಖ඲䜢図䜛䚹 

䕔ᥞ䛘䜛・整䛘䜛
䛭䜜䛮䜜の地༊の歴史的ᐇែに༶䛧䛯景観᪋⟇䜢ᐇ᪋䛩䜛䚹 

䕔㧗䜑䜛・๰ฟ䛩䜛
前橋の歴史ᛶ䜢㇟ᚩ䛧、㉁ឤ䜢㧗䜑䜛ア䜽䝉ン䝖とな䜛䝫イン䝖䜢๰ฟ䛩䜛䚹 

歴史䜎䛱づ䛟䜚の୕ᣦ㔪 

Ṕྐᩥ化㑇産ά⏝ጤဨ会➨㸯ᮇᥦゝ᭩ 

Ṕྐ都市まࡤ࠼しᮍ来࣓࢖ージᅗ 

Ṕྐᩥ化㑇産ά⏝ጤဨ会➨㸰ᮇᥦゝ᭩ 

まࡤ࠼しṔྐ✵㛫࣐ࢵプ 
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 こ͑した「+LVWRU\ʹ8UEDQ」、「̡ 一つの前橋ʳとしての࣯感」といͮたߡえ方は、නݳこͨҡなるもの
の、歴史的なものと都市的なものがڠ存する街ดみや各地域の歴史的ܨҤを生かしてさらなる「前橋ら
しさ」をຑいていくとい͑қັではಋじߡえ方であるといえる。ͨこで、歴史的風致の維持及び向上に
かかるগ来都市଀は、ބ事੔語・Իބஎ৿のଆ語である「Իބ૓৿ʛգڊをڠ有してາ来を૓るʛ」と
する。 

なお、Իބ૓৿でい͑とこΘの「գڊをڠ有して（ݻきをたず͸て）」とは、前橋の歴史をౖୈとする
とい͑қັであり、総合計画のϑζϥン「め΁く。」のౖୈである「ྒྷいものがүつౖৗ」と֕͸ಋじで
ある。このため、「գڊをڠ有して（ݻきをたず͸て）າ来を૓る（৿しきを૓る）」とは、「め΁く。」
とಋじ֕೨であり、なおかつ、૓৿は「イόϗーεϥン（৿しいՃ஍の૓ଆ）」をқັする言ཁでもある
ことから、総合計画のগ来都市଀をใ؜するߡえ方であるといえる。

また、歴史まちづくりのগ来都市଀をཱི案するգఖでߡ案された、街なかの「+LVWRU\ʹ8UEDQ」の方
向性は、前橋らしい街ดみの源ચである「歴史的なものと都市的なもののڠ存」をຑいていこ͑とする

歴史䜎䛱づ䛟䜚に䛚け䜛ᑗ᮶都市ീ 

㐣ཤ䜢ඹ᭷䛧䛶ᮍ᮶䜢๰䜛

ྂ䛝䜢䛯䛪䛽䛶᪂䛧䛝䜢๰䜛 

ものであり、ฑ੔ 2� 年（201�）に఑出された歴史文化遺産活用委員会第̏غ఑言ॽに示される「前橋
を象徴する歴史ۯ間の૓ଆ」を۫ݳ化するߡえ方である。ಋじく、「̡ 一つの前橋ʳとしての࣯感を߶め
る」とい͑ߡえ方については、各地域の歴史的ܨҤを生かして都市સରで前橋らしさをຑいていこ͑と
するものであり、ฑ੔ 2�（201�）に఑出された第２غ఑言ॽに示される「歴史ۯ間をつないだʲ歴史յ
࿕化 」rとಋじ方向性である。 

（３）歴史まちづくりのࢨࢀ針
 গ来都市଀であるԻބ૓৿の۫ݳ化に向けて、前फ़のとおり「+LVWRU\ʹ8UEDQ」のߡえ方や「一つの
前橋としての࣯感を߶める」とい͑観点から、取り組みの目҈となる３つのࢨ針を定める。 

ᶅ௒べる・魅せる・ฯસする
Π 歴史的ݒଆ෼のฯ存・活用に関する方針

まず、າࢨ定ݒଆ෼の௒ࠬを行い、歴史的・文化的にՃ஍の߶いݒଆ෼等の೼Ѵに努める。 
ͨの͑えで、本市の歴史的風致をߑ੔するݒଆ෼でݳ存しているものについては、文化ࡔとして

のՃ஍づけを行い、ࢨ定・ౌ࿧の推進を図る。併せて、文化ࡔの魅力をන出させ、目にݡえるよ͑
なܙでͨのՃ஍を伝えられるよ͑、ฯ存活用計画の策定を進める。 

また、歴史的なଈ面からだけではなく、৿しい付ՅՃ஍を༫えて活用できるよ͑、文化ࡔฯ存活
用地域計画を策定する。文化ࡔฯ存活用地域計画やݺʓのฯ存活用（؇ཀྵ）計画の策定ޛは、ͨれ
らの計画にԌͮて適઀なฯ存・活用を図るとともに必要なर઺や整備は੷ۅ的に行͑。 

Ґ上の点について方針どおり進めていくため、組৭、機ߑのあり方について、ݗ౾を行͑。 

䕔ㄪ䜉䜛・㨩䛫䜛・ಖ඲䛩䜛
 ౯್䛒䜛䜒のに౯್づけ䜢⾜䛔、┠にぢ䛘䜛ᙧに䛩䜛䛣と䛷㐺ษなಖ඲䜢図䜛䚹 

䕔ᥞ䛘䜛・整䛘䜛
 䛭䜜䛮䜜の地༊の歴史的ᐇែに༶䛧䛯景観᪋⟇䜢ᐇ᪋䛩䜛䚹 

䕔㧗䜑䜛・๰ฟ䛩䜛
 前橋の歴史ᛶ䜢㇟ᚩ䛧、㉁ឤ䜢㧗䜑䜛ア䜽䝉ン䝖とな䜛䝫イン䝖䜢๰ฟ䛩䜛䚹 

歴史䜎䛱づ䛟䜚の୕ᣦ㔪 

Ṕྐᩥ化㑇産ά⏝ጤဨ会➨㸯ᮇᥦゝ᭩ 

Ṕྐ都市まࡤ࠼しᮍ来࣓࢖ージᅗ 
Ṕྐᩥ化㑇産ά⏝ጤဨ会➨㸰ᮇᥦゝ᭩ 

まࡤ࠼しṔྐ✵㛫࣐ࢵプ 
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イ 歴史や伝統文化をൕӫした活動のܩটに関する方針
ࡉ、し౾ݗの௒ࠬや記࿧、情ๅ൅৶についてࡔの຿଑文化ܙめたໃ؜定をࢨ定だけでなく、າࢨ

ླや行事のԃ׊なܩটにつな͝る。ͨの͑えで、ָگߏүの場や地域のү੔会等と連携ڢ力しなが
ら、ܩޛ者の൅۹・ү੔を行͑。 

また、活動の୴い手となͮている஄ରのෝ୴ܲݰのため、行事やླࡉで࢘用する備඾のฯસ・र
઺についてࢩԋを行͑。

Τ 歴史的風致にܐる情ๅ൅৶と認ࣟ向上に関する方針
既存のイϗントや市຿ָܵ員によるΪイド活動、前橋ָϔρέレρトの൅行については、既に市

຿に定஥し࢟めていることから、ޛࠕもܩକしߍなる魅力൅৶に努める。また、৿たな取り組みと
して、各地域の歴史的資源についてऀ会Ռָݡを行͑等、ڛࢢたちが歴史的風致をର感できる機会
を૓出する。さらにはॊ来のやり方にこだわらず、$5（$XJPHQWHG 5HDOLW\、֨ ௃ࣰݳ）や 95（9LUWXDO 
5HDOLW\、Հ૟ࣰݳ）のٗढ़を活用し、ऑい੊େにもັڷ関心を持ͮてもらえるよ͑な方法で情ๅ൅
৶を行͑。 

ᶆἩえる・整える
Π 周辺環境の景観ฯસ・ܙ੔に関する方針

歴史的風致周辺での景観ฯસ・ܙ੔については、ࠕある景観に୉きく手をՅえることはせず、条
ྭによる規੏やΪイドラインによる༢಍で、؉やかにἩえる・整えることを基本とする。 

য়のॄཚ景観をฯસするとともに、ॄཚݳ、くからの街ดみが残る街ಕや೸ଞॄཚにおいてはݻ
景観に೅ઝΞだ周辺環境の整備を行͑。 

文化ࡔや歴史的風致ܙ੔ݒଆ෼の周辺では、ܻٺな景観のร化を๹͛ための規੏をݗ౾する。 

ᶇ߶める・૓出する
Π 歴史的風致を活用したまちづくりに関する方針

 前橋の歴史性を象徴する施設のҢ஛・෰ݫや຿間౦資қཋをଁ進する街なみの整備等、まちの拠点とな
る駅周辺やक要な通りにおいて、地域のストーリーに基づく価値ある体験の拠点となる整備をݗ౾する。

歴史的風致を感じさせる࣯感のあるまちづくりを行͑ために、ϐストϨρέランドマーέ（地域の歴史
的εンϚル）の整備・活用に取り組΋。 

イ 周遊性の向上に関する方針
क要な歴史的資源の周辺においてインバウンドをはじめとした国内外の来訪者が歴史的風致を感じなが
ら҈心して散策できるよ͑、周辺の環境整備をݗ౾する。歴史的資源が市内に散在していることから、各資
源をϋρトϭーέ化し、観光コースをཱི֮して前橋市સରで観光地としての魅力を߶める。案内板、説明
板や、ϐストϨρ έランドマーέ（地域の歴史的εンϚル）等をրर຤は整備するにあたͮては、୯もが
分かりやすく歴史的資源にৰれられるよ͑、デザインの統一と外国語の併記、適઀な維持؇ཀྵに努める。
また、最新のデジタル技術の活用についても研究し、観光情報にアクセスしやすい環境を整備する。

̒ 歴史的風致維持向上計画のࣰ施ର੏

本計画の推進にあたͮては、事ແۃとなる都市計画課景観・歴史まちづくりܐと、歴史文化・文化ࡔ
等に関わる෨ۃとの連携をືەに図る必要がある。計画策定࣎に設置した関ܐ各課課ௗで組৭する「前
橋市歴史まちづくり推進委員会」をӀきକき設置し、連ཙ௒整やࣰ施য়ڱの؇ཀྵ・඲Ճを行͑。また、
国や܊ഇݟの関ܐ機関と٠ڢを行い、ࢨ಍やࢩԋをಚて適઀に計画を推進していく。 

外෨の有ࣟ者で組৭する法定の「前橋市歴史的風致維持向上٠ڢ会」については、計画策定ޛも定غ
的に֋࠷し、計画推進や計画รߍ、ԃ׊な事業のࣰ施に向けた٠ڢを行͑。なお、必要にԢじて、景観
৻٠会、都市計画৻٠会や文化ࡔ௒ࠬ委員会等の関٠৻ܐ会や、市຿・所有者・事業者・市຿஄ରなど
との連ཙ・௒整を行͑ものとする。 

ᅜ 

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ 

農ᯘỈ⏘┬ 

ᅜᅵ஺㏻┬ 

⩌㤿┴ 

⩌㤿┴ᩍ⫱ጤဨ఍ 

前橋市歴史䜎䛱づ䛟䜚推進ጤဨ఍ 

【関係ྛㄢ】 

ᨻ⟇推進ㄢ、஺㏻ᨻ⟇ㄢ、㈈ᨻㄢ、 

㈨⏘⤒Ⴀㄢ、⏕άㄢ、኱⬌ᨭᡤ、 

ᩥ໬ᅜ㝿ㄢ、観ගᨻ⟇ㄢ、に䛞䜟䛔ၟ業ㄢ、 

ᘓ⠏ᣦᑟㄢ、市⾤地整備ㄢ、㐨㊰ᘓタㄢ、 

㐨㊰⟶⌮ㄢ、බᅬ⥳地ㄢ、බᅬ⟶⌮஦ົᡤ、 

ᩥ໬㈈ಖㆤㄢ、⏕ᾭᏛ⩦ㄢ 

【஦ົᒁ】 

都市計画ㄢ 景観・歴史䜎䛱づ䛟䜚係 

【法ᐃ༠㆟఍】 

前橋市歴史的風致維

持向上༠㆟఍ 

【関係ᑂ㆟఍】 

景観ᑂ㆟఍ 

都市計画ᑂ㆟఍ 

ᩥ໬㈈ㄪᰝጤဨ఍ 

【Ẹ㛫関係⪅】 

市Ẹ、ᡤ᭷⪅ 

஦業⪅、市Ẹᅋయ 

༠㆟ 

ᣦᑟ 

ᨭ᥼ 

༠㆟ 

連⤡ 

ㄪ整 

連⤡ 

ㄪ整 
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イ 歴史や伝統文化をൕӫした活動のܩটに関する方針
ࡉ、し౾ݗの௒ࠬや記࿧、情ๅ൅৶についてࡔの຿଑文化ܙめたໃ؜定をࢨ定だけでなく、າࢨ

ླや行事のԃ׊なܩটにつな͝る。ͨの͑えで、ָگߏүの場や地域のү੔会等と連携ڢ力しなが
ら、ܩޛ者の൅۹・ү੔を行͑。 

また、活動の୴い手となͮている஄ରのෝ୴ܲݰのため、行事やླࡉで࢘用する備඾のฯસ・र
઺についてࢩԋを行͑。

Τ 歴史的風致にܐる情ๅ൅৶と認ࣟ向上に関する方針
既存のイϗントや市຿ָܵ員によるΪイド活動、前橋ָϔρέレρトの൅行については、既に市

຿に定஥し࢟めていることから、ޛࠕもܩକしߍなる魅力൅৶に努める。また、৿たな取り組みと
して、各地域の歴史的資源についてऀ会Ռָݡを行͑等、ڛࢢたちが歴史的風致をର感できる機会
を૓出する。さらにはॊ来のやり方にこだわらず、$5（$XJPHQWHG 5HDOLW\、֨ ௃ࣰݳ）や 95（9LUWXDO 
5HDOLW\、Հ૟ࣰݳ）のٗढ़を活用し、ऑい੊େにもັڷ関心を持ͮてもらえるよ͑な方法で情ๅ൅
৶を行͑。 

ᶆἩえる・整える
Π 周辺環境の景観ฯસ・ܙ੔に関する方針

歴史的風致周辺での景観ฯસ・ܙ੔については、ࠕある景観に୉きく手をՅえることはせず、条
ྭによる規੏やΪイドラインによる༢಍で、؉やかにἩえる・整えることを基本とする。 

য়のॄཚ景観をฯસするとともに、ॄཚݳ、くからの街ดみが残る街ಕや೸ଞॄཚにおいてはݻ
景観に೅ઝΞだ周辺環境の整備を行͑。 

文化ࡔや歴史的風致ܙ੔ݒଆ෼の周辺では、ܻٺな景観のร化を๹͛ための規੏をݗ౾する。 

ᶇ߶める・૓出する
Π 歴史的風致を活用したまちづくりに関する方針

 前橋の歴史性を象徴する施設のҢ஛・෰ݫや຿間౦資қཋをଁ進する街なみ整備等、まちの拠点
となる駅周辺やक要な通りにおいてΠέιントを૓出するよ͑なϟϨハϨのある整備をݗ౾する。

歴史的風致を感じさせる࣯感のあるまちづくりを行͑ために、ϐストϨρέランドマーέ（地域
の歴史的εンϚル）の整備・活用に取り組΋。 

イ 周遊性の向上に関する方針
क要な歴史的資源の周辺において来訪者が歴史的風致を感じながら҈心して散策できるよ͑、周

辺の環境整備をݗ౾する。歴史的資源が市内に散在していることから、各資源をϋρトϭーέ化し、
観光コースをཱི֮して前橋市સରで観光地としての魅力を߶める。案内板、説明板や、ϐストϨρ
έランドマーέ（地域の歴史的εンϚル）等をրर຤は整備するにあたͮては、୯もが分かりやす
く歴史的資源にৰれられるよ͑、デザインの統一と外国語の併記、適઀な維持؇ཀྵに努める。 

̒ 歴史的風致維持向上計画のࣰ施ର੏

本計画の推進にあたͮては、事ແۃとなる都市計画課景観・歴史まちづくりܐと、歴史文化・文化ࡔ
等に関わる෨ۃとの連携をືەに図る必要がある。計画策定࣎に設置した関ܐ各課課ௗで組৭する「前
橋市歴史まちづくり推進委員会」をӀきକき設置し、連ཙ௒整やࣰ施য়ڱの؇ཀྵ・඲Ճを行͑。また、
国や܊ഇݟの関ܐ機関と٠ڢを行い、ࢨ಍やࢩԋをಚて適઀に計画を推進していく。 

外෨の有ࣟ者で組৭する法定の「前橋市歴史的風致維持向上٠ڢ会」については、計画策定ޛも定غ
的に֋࠷し、計画推進や計画รߍ、ԃ׊な事業のࣰ施に向けた٠ڢを行͑。なお、必要にԢじて、景観
৻٠会、都市計画৻٠会や文化ࡔ௒ࠬ委員会等の関٠৻ܐ会や、市຿・所有者・事業者・市຿஄ରなど
との連ཙ・௒整を行͑ものとする。 
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２２  歴歴史史的的風風致致のの維維持持向向上上にに資資すするる事事業業一一覧覧  

（（１１））調調べべるる・・魅魅せせるる・・保保全全すするる（（調調査査研研究究・・建建造造物物のの保保存存活活用用・・伝伝統統行行事事等等のの継継承承支支援援・・人人材材育育成成））  
事業番号 １-１

事業名 大手門可視化・出土品活用事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 

市単独事業
事業期間 令和３年度（2021）～令和７年度（2025） 

事業位置 重点区域（厩橋地区） 

事業概要  重点区域内において、民間の再開発事業に伴い発掘さ
れた、前橋城大手門跡の石垣を保全するとともに、工事途
中で掘り出された遺物を含めて多くの人に見てもらえる
形で整備する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

本市における数少ない前橋城の遺構を保全することで、周辺地域が城下町であっ
たことの認識向上につながるとともに、他にも残された「関東の華」の時代の歴史
的な遺構の保護や、観光資源として地域活性化の核となることが期待されることか
ら、「関東の華」から「生糸のまち」への変遷にみる歴史的風致の維持及び向上に
寄与する。 

大手門跡 
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２２  歴歴史史的的風風致致のの維維持持向向上上にに資資すするる事事業業一一覧覧  

（（１１））調調べべるる・・魅魅せせるる・・保保全全すするる（（調調査査研研究究・・建建造造物物のの保保存存活活用用・・伝伝統統行行事事等等のの継継承承支支援援・・人人材材育育成成））  
事業番号 １-１

事業名 大手門可視化・出土品活用事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和３年度（2021）～令和７年度（2025） 
事業位置 重点区域（厩橋地区） 

事業概要  重点区域内において、民間の再開発事業に伴い発掘さ
れた、前橋城大手門跡の石垣を保全するとともに、工事途
中で掘り出された遺物を含めて多くの人に見てもらえる
形で整備する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

本市における数少ない前橋城の遺構を保全することで、周辺地域が城下町であっ
たことの認識向上につながるとともに、他にも残された「関東の華」の時代の歴史
的な遺構の保護や、観光資源として地域活性化の核となることが期待されることか
ら、「関東の華」から「生糸のまち」への変遷にみる歴史的風致の維持及び向上に
寄与する。 

大手門跡 
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事業番号 １-５
事業名 民俗芸能・祭礼行事等支援事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和 6年度（2024）～令和 14年度（2032） 
事業位置 市内全域（重点区域のほか、主に歴史的風致を設定した区域） 
事業概要  未指定文化財を含めた民俗芸能や祭礼、地域行事などに対し、活動そのものの支

援のみならず、必要に応じて学識経験者等の指導・助言を得ながら、調査・記録、
情報発信を支援し、将来に向けた保存・継承、担い手の確保、地域の活性化を促進
する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

民俗芸能や祭礼、地域行事の活動を継続することは、地域の魅力の発信や郷土に
対する愛着を育むことにつながるとともに、担い手や後継者の確保を促進し、それ
らを通じた地域活性化にもつながることから、本市の歴史的風致の維持及び向上に
寄与する。 

事業番号 １-６
事業名 歴史的建造物保全支援事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

事業期間 令和 5年度（2023）～ 
事業位置 重点区域（厩橋地区、総社及び総社山王地区） 
事業概要  特定要件を満たす歴史的建造物や歴史的

風致形成建造物について、外観保全に係る修
理・修景に対する支援や、有形文化財の登録
に必要な調査費等を助成する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

修理・修景によって、歴史的風致の核となる歴史的な建造物が保全され、歴史的
風致の構成要素である歴史的街並み景観の形成につながることから、「関東の華」
から「生糸のまち」への変遷にみる歴史的風致及び「1500年都市 元総社・総社」
にみる歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 
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事業番号 １-５
事業名 民俗芸能・祭礼行事等支援事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和 6年度（2024）～令和 14年度（2032） 
事業位置 市内全域（重点区域のほか、主に歴史的風致を設定した区域） 
事業概要  未指定文化財を含めた民俗芸能や祭礼、地域行事などに対し、活動そのものの支

援のみならず、必要に応じて学識経験者等の指導・助言を得ながら、調査・記録、
情報発信を支援し、将来に向けた保存・継承、担い手の確保、地域の活性化を促進
する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

民俗芸能や祭礼、地域行事の活動を継続することは、地域の魅力の発信や郷土に
対する愛着を育むことにつながるとともに、担い手や後継者の確保を促進し、それ
らを通じた地域活性化にもつながることから、本市の歴史的風致の維持及び向上に
寄与する。 

事業番号 １-６
事業名 歴史的建造物保全支援事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名  社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

事業期間 令和 5年度（2023）～ 
事業位置 重点区域（厩橋地区、総社及び総社山王地区） 
事業概要  特定要件を満たす歴史的建造物や歴史的

風致形成建造物について、外観保全に係る修
理・修景に対する支援や、有形文化財の登録
に必要な調査費等を助成する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

修理・修景によって、歴史的風致の核となる歴史的な建造物が保全され、歴史的
風致の構成要素である歴史的街並み景観の形成につながることから、「関東の華」
から「生糸のまち」への変遷にみる歴史的風致及び「1500年都市 元総社・総社」
にみる歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 
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事業番号 １-７
事業名 歴史的建造物修理・復元等検討事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 地域の観光資源充実のための環境推進整備事業

事業期間 令和５年度（2023）~ 
事業位置 重点区域（厩橋地区） 
事業概要  旧国立原蚕種製造所事務棟や群馬県医学校、藩営前橋製糸所、波宜亭、生糸改所

など、街なかの歴史的風致に由来し、すでに滅失されたものや郊外に移転した歴史
的建造物の活用方法について研究し、移築・復元の是非を含め、将来的なあり方を
模索する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

移築や復元が望まれる歴史的建造物について、立地位置や用途、運営主体などの
観点から多角的に検討し、将来的な街なか回遊における歴史的景観の補強及びアク
セントの創出へとつなげることで、「関東の華」から「生糸のまち」への変遷にみ
る歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

事業番号 １-８
事業名 市民学芸員養成事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 平成 26年度（2014）～ 
事業位置 市内全域 
事業概要  前橋の歴史文化遺産の魅力をはじめ、伝統的な活動や歴史的街並みの由来などの

学習を通じ、「前橋学」の担い手となる人材を育成するとともに、歴史史料調査や
歴史観光ガイドなどの実践の場を提供する。特に、歴史観光ガイドについては、ガ
イドスキルの質的向上と平準化に向けたガイドマニュアルを整備する。

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

市民学芸員は、歴史的風致の維持及び向上に関しての情報提供者の役割を担うと
ともに、本市を訪れる多くの人の歴史文化遺産への理解、認知が高まる機会を創出
することができ、伝統文化の継承や後継者育成が図られ、本市の歴史的風致の維持
及び向上に寄与する。 

旧国立原蚕種製造所事務棟 藩営前橋製糸所 
生糸改所 
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事業番号 １-７
事業名 歴史的建造物修理・復元等検討事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和５年度（2023）~ 
事業位置 重点区域（厩橋地区） 
事業概要  旧国立原蚕種製造所事務棟や群馬県医学校、藩営前橋製糸所、波宜亭、生糸改所

など、街なかの歴史的風致に由来し、すでに滅失されたものや郊外に移転した歴史
的建造物の活用方法について研究し、移築・復元の是非を含め、将来的なあり方を
模索する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

移築や復元が望まれる歴史的建造物について、立地位置や用途、運営主体などの
観点から多角的に検討し、将来的な街なか回遊における歴史的景観の補強及びアク
セントの創出へとつなげることで、「関東の華」から「生糸のまち」への変遷にみ
る歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

事業番号 １-８
事業名 市民学芸員養成事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 平成 26年度（2014）～ 
事業位置 市内全域 
事業概要  前橋の歴史文化遺産の魅力をはじめ、伝統的な活動や歴史的街並みの由来などの

学習を通じ、「前橋学」の担い手となる人材を育成するとともに、歴史史料調査や
歴史観光ガイドなどの実践の場を提供する。特に、歴史観光ガイドについては、ガ
イドスキルの質的向上と平準化に向けたガイドマニュアルを整備する。

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

市民学芸員は、歴史的風致の維持及び向上に関しての情報提供者の役割を担うと
ともに、本市を訪れる多くの人の歴史文化遺産への理解、認知が高まる機会を創出
することができ、伝統文化の継承や後継者育成が図られ、本市の歴史的風致の維持
及び向上に寄与する。 

旧国立原蚕種製造所事務棟 藩営前橋製糸所 
生糸改所 
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事業番号 １-９
事業名 城下町・生糸のまち AR・VRプロジェクト 
事業主体 前橋市 
支援事業名 
事業期間 令和 7年度（2025）～令和 14年度（2032） 
事業位置 重点区域（厩橋地区、総社及び総社山王地区） 
事業概要  歴史的な街なみを AR で復元し、現代の街なみと

重ね合わせることが可能なアプリを開発する。また、
復元（復原）が困難な遺構や建造物についても、二
次元バーコード付きの看板を設置し、端末の画面上
にバーチャル復元できるシステムを開発する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

先端技術を活用することで、現代の街なみを生かしつつ歴史的な街なみを復元す
ることが可能となり、地域住民の歴史認識の向上につながるとともに、歴史教育や
観光施策への展開も期待されることから、「関東の華」から「生糸のまち」への変
遷にみる歴史的風致及び「1500 年都市 元総社・総社」にみる歴史的風致の維持
及び向上に寄与する。 

事業番号 １-10
事業名 前橋学ブックレット発行事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 平成 26年度（2014）～ 
事業位置 市内全域 
事業概要  前橋の誇れる先人、素晴らしい自然、埋もれた歴史

を後世に語り継ぐため、前橋学ブックレットを発行
する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

ブックレットの発行により、市民が前橋に対する誇りと愛着を高めるだけでな
く、全国に向けて本市の魅力を発信することにより、前橋の歴史を末永く顕彰する
ことにつながり、本市の歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 

高山祭の例（文化庁パンフより） 

前橋学ブックレット 
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 事業番号 １-９ 
事業名 城下町・生糸のまち AR・VRプロジェクト 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和 7年度（2025）～令和 14年度（2032） 
事業位置 重点区域（厩橋地区、総社及び総社山王地区） 
事業概要  歴史的な街なみを AR で復元し、現代の街なみと

重ね合わせることが可能なアプリを開発する。また、
復元（復原）が困難な遺構や建造物についても、二
次元バーコード付きの看板を設置し、端末の画面上
にバーチャル復元できるシステムを開発する。  

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

先端技術を活用することで、現代の街なみを生かしつつ歴史的な街なみを復元す
ることが可能となり、地域住民の歴史認識の向上につながるとともに、歴史教育や
観光施策への展開も期待されることから、「関東の華」から「生糸のまち」への変
遷にみる歴史的風致及び「1500 年都市 元総社・総社」にみる歴史的風致の維持
及び向上に寄与する。 

 事業番号 １-10 
事業名 前橋学ブックレット発行事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 平成 26年度（2014）～ 
事業位置 市内全域 
事業概要  前橋の誇れる先人、素晴らしい自然、埋もれた歴史

を後世に語り継ぐため、前橋学ブックレットを発行
する。 
 
 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

ブックレットの発行により、市民が前橋に対する誇りと愛着を高めるだけでな
く、全国に向けて本市の魅力を発信することにより、前橋の歴史を末永く顕彰する
ことにつながり、本市の歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 

高山祭の例（文化庁パンフより） 

前橋学ブックレット 
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事業番号 ２-３
事業名 広瀬川河畔景観形成重点地区拡張事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業

事業期間 令和 5 年度（2023）～ 
事業位置 重点区域（厩橋地区） 

事業概要  景観計画の改定に併せ、平成 31年度に設定した「広瀬川河畔景観形成重点地区」
の対象範囲を拡張する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

広瀬川のイメージを維持することは、「水と緑と詩のまちの原風景」と称される
河畔景観を維持するのみならず、河畔にまつわる歴史性を保護し、地域住民のさら
なる愛着の醸成にもつながることから、「関東の華」から「生糸のまち」への変遷
にみる歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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事業番号 ２-３
事業名 広瀬川河畔景観形成重点地区拡張事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和 5 年度（2023）～ 
事業位置 重点区域（厩橋地区） 

事業概要  景観計画の改定に併せ、平成 31年度に設定した「広瀬川河畔景観形成重点地区」
の対象範囲を拡張する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

広瀬川のイメージを維持することは、「水と緑と詩のまちの原風景」と称される
河畔景観を維持するのみならず、河畔にまつわる歴史性を保護し、地域住民のさら
なる愛着の醸成にもつながることから、「関東の華」から「生糸のまち」への変遷
にみる歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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事業番号 ２-４
事業名 道路美装化・高質化事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 
事業期間 令和７年度（2025）～令和 13年度（2031） 
事業位置 重点区域（総社及び総社山王地区） 
事業概要 重点区域（総社及び総社山王地区）内の歴史を象徴する通りについて、脱色アス

ファルトや石畳風舗装などによる美装化や電線地中化等により、歴史情緒を高める
道路整備を実施する。

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

道路美装化によって、歴史的風致の舞台となる建造物とその周辺における歴史的
な街並み景観の形成がより促進され、「歴史の宝庫」にふさわしい市街地環境が整
備されるため、「1500年都市 元総社・総社」にみる歴史的風致の維持及び向上に
寄与する。 

事業番号 ２-５
事業名 天狗岩用水周辺環境向上事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和５年度（2023）～ 
事業位置 重点区域（総社及び総社山王地区） 
事業概要  世界かんがい施設遺産である天狗岩用水沿いの環境の向上のため、各種団体を支

援する。 
歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

古来より地域で愛される天狗岩用水の環境向上に資する活動を支援することに
より、歴史的景観の維持につながり、「1500年都市 元総社・総社」にみる歴史的
風致の維持及び向上に寄与する。 
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事業番号 ２-４
事業名 道路美装化・高質化事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和７年度（2025）～令和 13年度（2031） 
事業位置 重点区域（総社及び総社山王地区） 
事業概要 重点区域（総社及び総社山王地区）内の歴史を象徴する通りについて、脱色アス

ファルトや石畳風舗装などによる美装化や電線地中化等により、歴史情緒を高める
道路整備を実施する。

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

道路美装化によって、歴史的風致の舞台となる建造物とその周辺における歴史的
な街並み景観の形成がより促進され、「歴史の宝庫」にふさわしい市街地環境が整
備されるため、「1500年都市 元総社・総社」にみる歴史的風致の維持及び向上に
寄与する。 

事業番号 ２-５
事業名 天狗岩用水周辺環境向上事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和５年度（2023）～ 
事業位置 重点区域（総社及び総社山王地区） 
事業概要  世界かんがい施設遺産である天狗岩用水沿いの環境の向上のため、各種団体を支

援する。 
歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

古来より地域で愛される天狗岩用水の環境向上に資する活動を支援することに
より、歴史的景観の維持につながり、「1500年都市 元総社・総社」にみる歴史的
風致の維持及び向上に寄与する。 
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（（３３））高高めめるる・・創創出出すするる（（歴歴史史性性をを象象徴徴すするる建建造造物物等等のの復復元元・・集集客客施施設設のの整整備備））  
事業番号 ３-１

事業名 前橋公園内歴史的拠点創出事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 
事業期間 令和５年度（2023）～ 
事業位置 重点区域（厩橋地区） 
事業概要  前橋公園は明治期に建設された市内初の都

市公園で、公園の一部は幕末に再築された前橋
城の城内にあたることから、幕末～明治に由来
する拠点的施設の整備や、歴史的景観を阻害す
る建築物等の美装化を実施することで、重要
文化財・臨江閣との相乗効果による公園の歴
史性・回遊性向上、ひいては中心市街地全体の回遊性向上を図る。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

本市の歴史特性である「官民連携」を象徴する建造物を建設し、園内の臨江閣、
近隣の昭和庁舎・群馬会館とともに本市の「近代歴史ゾーン」を形成するとともに、
当該建造物に歴史資料館機能を持たせることで、歴史文化遺産に対する理解の醸成
のほか、教育面や観光面なども含めた市街地の魅力向上が期待されることから、「関
東の華」から「生糸のまち」への変遷にみる歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 

事業番号 ３-２
事業名 前橋駅周辺歴史的景観向上事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 
事業期間 令和６年度（2024） 
事業位置 重点区域（厩橋地区） 
事業概要  けやき並木通りの起点である JR 前橋駅周辺は、都市的景観と歴史的景観が共存

する「History×Urban」が具現化された地点であることから、駅周辺の歴史的景観
を補強するための事業を立案する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

JR 前橋駅前にみられるレンガ倉庫やけやき並木の雰囲気と合致する歴史的景観
を創出することで、県都の玄関口にふさわしい質感の高い市街地景観の形成に寄与
することから、「関東の華」から「生糸のまち」への変遷にみる歴史的風致の維持
及び向上に資する。 

整備イメージ（前橋城本丸御殿） 
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（（３３））高高めめるる・・創創出出すするる（（歴歴史史性性をを象象徴徴すするる建建造造物物等等のの復復元元・・集集客客施施設設のの整整備備））  
事業番号 ３-１

事業名 前橋公園内歴史的拠点創出事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和５年度（2023）～ 
事業位置 重点区域（厩橋地区） 
事業概要  前橋公園は明治期に建設された市内初の都

市公園で、公園の一部は幕末に再築された前橋
城の城内にあたることから、幕末～明治に由来
する拠点的施設の整備や、歴史的景観を阻害す
る建築物等の美装化を実施することで、重要
文化財・臨江閣との相乗効果による公園の歴
史性・回遊性向上、ひいては中心市街地全体の回遊性向上を図る。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

本市の歴史特性である「官民連携」を象徴する建造物を建設し、園内の臨江閣、
近隣の昭和庁舎・群馬会館とともに本市の「近代歴史ゾーン」を形成するとともに、
当該建造物に歴史資料館機能を持たせることで、歴史文化遺産に対する理解の醸成
のほか、教育面や観光面なども含めた市街地の魅力向上が期待されることから、「関
東の華」から「生糸のまち」への変遷にみる歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 

事業番号 ３-２
事業名 前橋駅周辺歴史的景観向上事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和６年度（2024） 
事業位置 重点区域（厩橋地区） 
事業概要  けやき並木通りの起点である JR 前橋駅周辺は、都市的景観と歴史的景観が共存

する「History×Urban」が具現化された地点であることから、駅周辺の歴史的景観
を補強するための事業を立案する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

JR 前橋駅前にみられるレンガ倉庫やけやき並木の雰囲気と合致する歴史的景観
を創出することで、県都の玄関口にふさわしい質感の高い市街地景観の形成に寄与
することから、「関東の華」から「生糸のまち」への変遷にみる歴史的風致の維持
及び向上に資する。 

整備イメージ（前橋城本丸御殿） 
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事業番号 ３-３
事業名 ヒストリックランドマーク整備事業

事業主体 前橋市 
支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）、（一財）ぐんま食と歴史文化財団助成金 

事業期間 令和 5年度（2023）～令和 14年度（2032） 
事業位置 重点区域（厩橋地区、総社及び総社山王地区） 
事業概要  観光の核となる歴史的建造物を含めた街並みの質を向上させるため、前橋の歴史

を象徴する建造物や構造物（ヒストリックランドマーク）、及びその周辺における
修景整備や環境整備を実施し、エリア価値の向上や訪日外国人を含めた旅行客の満
足度向上によるインバウンドの促進を図る。特に、各所へ至る案内板については、
老朽化対策として旧町名の由来等を記した板面への更新や新設を検討する。また、
すでに滅失された石碑や銅像等の歴史的な特徴物の復元設置についてもあわせて
検討する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

本事業を実施することにより、街並み全体の質の向上と歴史的な街並み景観の魅
力向上が図られる。また、ヒストリックランドマークの整備を進めることで、わが
まちに対する歴史認識の向上や歴史情緒の醸成、建造物保護などの機運の高まり、
外国人観光客を含めた来訪者数のさらなる増加が期待できる。以上のことから、「関
東の華」から「生糸のまち」への変遷にみる歴史的風致及び「1500 年都市 元総
社・総社」にみる歴史的風致の維持及び向上に資する。 
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事業番号 ３-３
事業名 ヒストリックランドマーク整備事業
事業主体 前橋市 
支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）、（一財）ぐんま食と歴史文化財団助成金 

事業期間 令和 5年度（2023）～令和 14年度（2032） 
事業位置 重点区域（厩橋地区、総社及び総社山王地区） 
事業概要  観光の核となる歴史的建造物を含めた街並みの質を向上させるため、前橋の歴史

を象徴する建造物や構造物（ヒストリックランドマーク）、及びその周辺における
修景整備や環境整備を実施し、エリア価値の向上や訪日外国人を含めた旅行客の満
足度向上によるインバウンドの促進を図る。特に、各所へ至る案内板については、
老朽化対策として旧町名の由来等を記した板面への更新や新設を検討する。また、
すでに滅失された石碑や銅像等の歴史的な特徴物の復元設置についてもあわせて
検討する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

本事業を実施することにより、街並み全体の質の向上と歴史的な街並み景観の魅
力向上が図られる。また、ヒストリックランドマークの整備を進めることで、わが
まちに対する歴史認識の向上や歴史情緒の醸成、建造物保護などの機運の高まり、
外国人観光客を含めた来訪者数のさらなる増加が期待できる。以上のことから、「関
東の華」から「生糸のまち」への変遷にみる歴史的風致及び「1500 年都市 元総
社・総社」にみる歴史的風致の維持及び向上に資する。 
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事業番号 ３-４
事業名 群馬総社駅整備事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和元年度（2019）～ 
事業位置 重点区域（総社及び総社山王地区） 

事業概要  JR 群馬総社駅の西口開設に向け、進入路となる道路と駅前広場を整備するとと
もに、自由通路の設置や跨線橋の撤去等に伴う駅舎の改修を行う。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

群馬総社駅が整備されることで、「歴史の宝庫のゲートウェイ」としての機能が
強化され、新たな人の流れの創出や、歴史的な街なみ形成のさらなる加速が期待さ
れることから、「1500年都市 元総社・総社」にみる歴史的風致の維持及び向上に
資する。 
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事業番号 ３-４
事業名 群馬総社駅整備事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和元年度（2019）～ 
事業位置 重点区域（総社及び総社山王地区） 

事業概要  JR 群馬総社駅の西口開設に向け、進入路となる道路と駅前広場を整備するとと
もに、自由通路の設置や跨線橋の撤去等に伴う駅舎の改修を行う。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

群馬総社駅が整備されることで、「歴史の宝庫のゲートウェイ」としての機能が
強化され、新たな人の流れの創出や、歴史的な街なみ形成のさらなる加速が期待さ
れることから、「1500年都市 元総社・総社」にみる歴史的風致の維持及び向上に
資する。 
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事業番号 ３-５
事業名 観光受入環境整備事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 
事業期間 令和９年度（2027）～令和 10年（2028） 
事業位置 重点区域（総社及び総社山王地区） 
事業概要 総社山王地区（山王集落）への来訪者の利便性向上に資する集客施設を整備する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

山王集落の面的な保全を行う中で、今後の見学者の増加が予想されるため、利便
施設を整備することで観光地としての機能向上とともに、集落保全に対する意識の
高まりも期待されることから、「1500年都市 元総社・総社」にみる歴史的風致の
維持及び向上に寄与する。 
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事業番号 ３-５
事業名 観光受入環境整備事業 
事業主体 前橋市 
支援事業名 市単独事業 

事業期間 令和９年度（2027）～令和 10年（2028） 
事業位置 重点区域（総社及び総社山王地区） 
事業概要 総社山王地区（山王集落）への来訪者の利便性向上に資する集客施設を整備する。 

歴史的風致の 
維持及び向上に
寄与する理由 

山王集落の面的な保全を行う中で、今後の見学者の増加が予想されるため、利便
施設を整備することで観光地としての機能向上とともに、集落保全に対する意識の
高まりも期待されることから、「1500年都市 元総社・総社」にみる歴史的風致の
維持及び向上に寄与する。 
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№ 指定物件名 指定年月日 所在地
121 近戸神社神輿 昭49.５.１ 粕川町月田
122 稲里の石造馬頭観世音立像 昭49.５.１ 粕川町稲里
123 石造薬師三尊立像 平17.４.19 亀泉町
124 珊瑚寺の板碑と多宝塔 昭36.５.６ 富士見町石井
125 萩林庵の阿弥陀像 昭45.５.25 富士見町原之郷
126 横室の宝篋印塔 昭46.２.11 富士見町横室
127 時沢の仁王と多宝塔 昭47.７.３ 富士見町時沢
128 不入の蔵骨器 昭48.３.21 富士見町石井
129 旧小暮一の鳥居 平７.10.１ 富士見町小暮
130 原西の阿弥陀座像 平12.４.28 富士見町原之郷
131 伝大胡太郎の墓石 昭50.７.１ 堀越町
132 龍性寺の石幢 昭52.３.１ 茂木町
133 堀越共同墓地の石幢 昭52.３.１ 堀越町
134 鹿沼家墓地の石幢 昭52.３.１ 上大屋町
135 斉藤多須久翁の碑 昭53.４.１ 苗ヶ島町
136 北爪将監の供養塔 昭53.４.１ 鼻毛石町
137 前橋領主松平大和守家の甲冑 平24.３.15 岩神町三丁目（総合教育プラザ）
138 松平大和守直矩筆絹本著色菊図 平25.３.19 高崎市（県立歴史博物館）

139
松平大和守直矩書写紺紙金泥妙法蓮華経提婆
達多品

平25.３.19 高崎市（県立歴史博物館）

140
前橋藩酒井家前橋城絵図附 上野国絵図ほか
関係資料

平28.３.15 大手町二丁目（市立図書館）

141 塩原佐平家文書および関連資料一式 令４.３.15 総社町三丁目他

イ 重要有形民俗文化財イ 重要有形民俗文化財
№ 指定物件名 指定年月日 所在地
１ 駒形牛頭天王の獅子頭一対 昭57.４.26 駒形町
２ 稲荷新田の薬師 平３.４.12 稲荷新田町
３ 泉沢の人形附小道具等一括 平６.４.19 粕川町膳
４ 込皆戸三番叟人形一括 昭43.９.１ 粕川町膳
５ 堀下の仏像群 昭52.３.１ 堀越町
６ 金剛寺の双体道祖神 昭53.４.１ 苗ヶ島町
７ 鼻毛石の線刻不動尊像（爪ひき不動尊） 昭53.４.１ 鼻毛石町
８ 鼻毛石天神の五輪塔 昭53.４.１ 鼻毛石町
９ 苗ヶ島石合薬師の石殿（石合薬師） 昭54.４.１ 苗ヶ島町
10 山街道の薬師如来坐像（山街道薬師） 昭54.４.１ 苗ヶ島町
11 苗ヶ島町石合の石造物群 昭54.４.１ 苗ヶ島町
12 柏倉の双体道祖神 昭54.４.１ 柏倉町
13 馬場の石造馬頭観世音立像 昭54.４.１ 馬場町
14 柏倉諏訪神社の歌舞伎舞台 昭54.４.１ 柏倉町
15 鼻毛石竹内の双体道祖神 昭60.２.12 鼻毛石町
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142
143

月田近戸神社中世石造物群 令7.３.13
稲葉家文書及び関連資料一式 令8.３.17

粕川町月田
総社町三丁目



№ 指定物件名 指定年月日 所在地
121 近戸神社神輿 昭49.５.１ 粕川町月田
122 稲里の石造馬頭観世音立像 昭49.５.１ 粕川町稲里
123 石造薬師三尊立像 平17.４.19 亀泉町
124 珊瑚寺の板碑と多宝塔 昭36.５.６ 富士見町石井
125 萩林庵の阿弥陀像 昭45.５.25 富士見町原之郷
126 横室の宝篋印塔 昭46.２.11 富士見町横室
127 時沢の仁王と多宝塔 昭47.７.３ 富士見町時沢
128 不入の蔵骨器 昭48.３.21 富士見町石井
129 旧小暮一の鳥居 平７.10.１ 富士見町小暮
130 原西の阿弥陀座像 平12.４.28 富士見町原之郷
131 伝大胡太郎の墓石 昭50.７.１ 堀越町
132 龍性寺の石幢 昭52.３.１ 茂木町
133 堀越共同墓地の石幢 昭52.３.１ 堀越町
134 鹿沼家墓地の石幢 昭52.３.１ 上大屋町
135 斉藤多須久翁の碑 昭53.４.１ 苗ヶ島町
136 北爪将監の供養塔 昭53.４.１ 鼻毛石町
137 前橋領主松平大和守家の甲冑 平24.３.15 岩神町三丁目（総合教育プラザ）
138 松平大和守直矩筆絹本著色菊図 平25.３.19 高崎市（県立歴史博物館）

139
松平大和守直矩書写紺紙金泥妙法蓮華経提婆
達多品

平25.３.19 高崎市（県立歴史博物館）

140
前橋藩酒井家前橋城絵図
附 上野国絵図ほか関係資料

平28.３.15 大手町二丁目（市立図書館）

141 塩原佐平家文書および関連資料一式 令４.３.15 総社町三丁目他

イ 重要有形民俗文化財イ 重要有形民俗文化財
№ 指定物件名 指定年月日 所在地
１ 駒形牛頭天王の獅子頭一対 昭57.４.26 駒形町
２ 稲荷新田の薬師 平３.４.12 稲荷新田町
３ 泉沢の人形附小道具等一括 平６.４.19 粕川町膳
４ 込皆戸三番叟人形一括 昭43.９.１ 粕川町膳
５ 堀下の仏像群 昭52.３.１ 堀越町
６ 金剛寺の双体道祖神 昭53.４.１ 苗ヶ島町
７ 鼻毛石の線刻不動尊像（爪ひき不動尊） 昭53.４.１ 鼻毛石町
８ 鼻毛石天神の五輪塔 昭53.４.１ 鼻毛石町
９ 苗ヶ島石合薬師の石殿（石合薬師） 昭54.４.１ 苗ヶ島町
10 山街道の薬師如来坐像（山街道薬師） 昭54.４.１ 苗ヶ島町
11 苗ヶ島町石合の石造物群 昭54.４.１ 苗ヶ島町
12 柏倉の双体道祖神 昭54.４.１ 柏倉町
13 馬場の石造馬頭観世音立像 昭54.４.１ 馬場町
14 柏倉諏訪神社の歌舞伎舞台 昭54.４.１ 柏倉町
15 鼻毛石竹内の双体道祖神 昭60.２.12 鼻毛石町
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№ 指定物件名 指定年月日 所在地
７ 亀塚山古墳 昭54.３.26 山王町一丁目
８ 本城氏の墓三基 昭54.３.26 紅雲町一丁目
９ 秋元氏墓地 昭56.４.27 総社町植野
10 秋元氏歴代墓地 昭56.４.27 総社町総社
11 今井神社古墳 昭56.４.27 今井町
12 塩原塚古墳 昭58.４.25 田口町
13 王山古墳 昭59.３.12 大渡町一丁目
14 二宮赤城神社社地 昭59.３.12 二之宮町
15 金冠塚古墳 昭61.６.６ 山王町一丁目
16 高須家墓地 平８.４.５ 三河町一丁目
17 不二山古墳 平９.４.21 文京町三丁目

18 牧野家墓地 昭50.７.１ 堀越町
19 稲荷塚古墳 昭50.７.７ 上大屋町
20 東宮鐡男大佐の墓 昭53.４.１ 苗ヶ島町
21 馬場の大燈籠 昭53.４.１ 馬場町
22 白山古墳 昭53.４.１ 苗ヶ島町
23 新山古墳 昭53.４.１ 馬場町
24 市之関縄文前期遺跡 昭53.４.１ 市之関町
25 柏倉殿替戸砦跡 昭53.４.１ 柏倉町
26 片並木製鉄跡 昭53.４.１ 苗ヶ島町
27 枡形遺跡 昭53.４.１ 苗ヶ島町
28 大前田栄五郎の墓 昭53.４.１ 大前田町
29 大前田内出居砦跡 昭54.４.１ 大前田町
30 小池文七郎の墓 昭54.４.１ 市之関町
31 宿の平城跡 昭55.４.１ 苗ヶ島町
32 大平縄文住居跡遺構 昭43.９.１ 粕川町室沢
33 大林縄文住居跡遺構 昭43.９.１ 粕川町室沢
34 室沢砦跡 昭49.５.１ 粕川町室沢
35 深津坂田城跡（深津館） 昭49.５.１ 粕川町深津
36 女渕城跡 昭49.５.１ 粕川町女渕
37 中村城跡 昭49.５.１ 粕川町中
38 宇通遺跡 昭57.９.１ 粕川町中之沢
39 五代大日塚古墳 平17.４.19 五代町
40 九十九山古墳 昭49.12.１ 富士見町原之郷
41 皆沢焼窯跡 昭51.６.14 富士見町皆沢
42 旧赤城神社参道松並木 昭62.９.30 富士見町時沢
43 荒子杉山古墳 平22.３.19 荒子町
44 古屋敷古墳 昭54.４.１ 馬場町
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令5.3.16
（追加指定）



№ 指定物件名 指定年月日 所在地
７ 亀塚山古墳 昭54.３.26 山王町一丁目
８ 本城氏の墓三基 昭54.３.26 紅雲町一丁目
９ 秋元氏墓地 昭56.４.27 総社町植野
10 秋元氏歴代墓地 昭56.４.27 総社町総社
11 今井神社古墳 昭56.４.27 今井町
12 塩原塚古墳 昭58.４.25 田口町
13 王山古墳 昭59.３.12 大渡町一丁目
14 二宮赤城神社社地 昭59.３.12 二之宮町
15 金冠塚古墳 昭61.６.６ 山王町一丁目
16 高須家墓地 平８.４.５ 三河町一丁目
17 不二山古墳 平９.４.21 文京町三丁目

18 牧野家墓地 昭50.７.１ 堀越町
19 稲荷塚古墳 昭50.７.７ 上大屋町
20 東宮鐡男大佐の墓 昭53.４.１ 苗ヶ島町
21 馬場の大燈籠 昭53.４.１ 馬場町
22 白山古墳 昭53.４.１ 苗ヶ島町
23 新山古墳 昭53.４.１ 馬場町
24 市之関縄文前期遺跡 昭53.４.１ 市之関町
25 柏倉殿替戸砦跡 昭53.４.１ 柏倉町
26 片並木製鉄跡 昭53.４.１ 苗ヶ島町
27 枡形遺跡 昭53.４.１ 苗ヶ島町
28 大前田栄五郎の墓 昭53.４.１ 大前田町
29 大前田内出居砦跡 昭54.４.１ 大前田町
30 小池文七郎の墓 昭54.４.１ 市之関町
31 宿の平城跡 昭55.４.１ 苗ヶ島町
32 大平縄文住居跡遺構 昭43.９.１ 粕川町室沢
33 大林縄文住居跡遺構 昭43.９.１ 粕川町室沢
34 室沢砦跡 昭49.５.１ 粕川町室沢
35 深津坂田城跡（深津館） 昭49.５.１ 粕川町深津
36 女渕城跡 昭49.５.１ 粕川町女渕
37 中村城跡 昭49.５.１ 粕川町中
38 宇通遺跡 昭57.９.１ 粕川町中之沢
39 五代大日塚古墳 平17.４.19 五代町
40 九十九山古墳 昭49.12.１ 富士見町原之郷
41 皆沢焼窯跡 昭51.６.14 富士見町皆沢
42 旧赤城神社参道松並木 昭62.９.30 富士見町時沢
43 荒子杉山古墳 平22.３.19 荒子町
44 遠見山古墳 平22.３.19 総社町総社
45 古屋敷古墳 昭54.４.１ 馬場町
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令5.3.16
（追加指定）



№ 登録物件名 登録年月日 所在地
20 旧勝山社煉瓦蔵　１棟 平20.３.７ 本町二丁目
21 上毛電気鉄道粕川橋梁　１基 平21.４.28 粕川町女渕～粕川町西田面
22 旧本間酒造店舗兼主屋　１棟 平28.２.25 総社町総社
23 旧本間酒造酒蔵及び釜屋　１棟 平28.２.25 総社町総社
24 旧大竹酒造煉瓦蔵　１棟 平28.８.１ 三河町一丁目

イ 登録有形民俗文化財イ 登録有形民俗文化財
№ 登録物件名 登録年月日 所在地
１ 前橋の養蚕・製糸用具及び関連資料 平20.３.13 敷島町

ウ 記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財ウ 記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財
№ 選択物件名 選択年月日 所在地
１ 下長磯の式三番 昭45.６.８ 下長磯町

エ 重要美術品エ 重要美術品
№ 指定物件名 認定年月日 所在地
１ 四神付飾土器 昭10.12.18 総社町三丁目（文化財保護課）
２ 石製鴟尾　１箇 昭11.11.28 総社町総社
３ 石製鴟尾残片　１箇 昭11.11.28 総社町総社
４ 後陽成天皇宸翰古歌御色紙　１幅 昭18.10.１ 千代田町三丁目
５ 後柏原天皇宸翰朗詠詩歌　１幅 昭18.10.１ 千代田町三丁目
６ 霊元天皇宸翰御懐紙　１幅 昭18.10.１ 千代田町三丁目
７ 勾玉 昭14.７.30 三夜沢町
８ 六地蔵石殿 昭18.１.１ 粕川町月田

２　本市内のぐんま絹遺産一覧２　本市内のぐんま絹遺産一覧

№ 名称 所在地 備考
１ 旧蚕糸試験場事務棟（蚕糸記念館） 敷島町 県重要文化財

２ 前橋の養蚕・製糸用具及び関連資料 敷島町
国の登録有形民俗文化
財

３ 旧関根家住宅 西大室町 市重要文化財
４ 萩原家住宅 朝日町 国の登録有形文化財
５ 旧安田銀行端倉庫 住吉町二丁目 国の登録有形文化財
６ 上毛電気鉄道（大胡駅舎ほか） 茂木町ほか 国の登録有形文化財
７ 旧勝山社煉瓦蔵 本町二丁目 国の登録有形文化財
８ 春日神社太々神楽 上佐鳥町 市重要無形民俗文化財
９ 船津伝次平の墓 富士見町原之郷 県史跡
10 紺周郎神碣 上大屋町
11 群馬県蚕糸技術センター 総社町総社
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12 塩原家住宅（旧塩原蚕種株式会社社屋）他蚕種業関係施設 田口町 国の重要文化財

富士見町赤城山
25 下村家住宅主屋　一棟 令7.3.13 紅雲町一丁目
26
27
28
29
30
31
32
33

江原本家清芳山荘（旧木村清四郎邸）一棟 令7.3.13
江原本家奥庫（旧朝日町奥庫）一棟
江原本家質庫（旧朝日町質庫）一棟
江原本家大庫（旧朝日町醤油醸造庫）一棟
江原本家上毛倉庫一号棟　一棟
江原本家上毛倉庫二号煉瓦棟　一棟

江原本家上毛倉庫七号棟　一棟
江原本家上毛倉庫三号煉瓦棟　一棟

令7.3.13
令7.3.13
令7.3.13

富士見町赤城山
富士見町赤城山
富士見町赤城山

令7.8.6
令7.8.6
令7.8.6
令7.8.6

表町二丁目
表町二丁目
表町二丁目
表町二丁目



№ 登録物件名 登録年月日 所在地
20 旧勝山社煉瓦蔵　１棟 平20.３.７ 本町二丁目
21 上毛電気鉄道粕川橋梁　１基 平21.４.28 粕川町女渕～粕川町西田面
22 旧本間酒造店舗兼主屋　１棟 平28.２.25 総社町総社
23 旧本間酒造酒蔵及び釜屋　１棟 平28.２.25 総社町総社
24 旧大竹酒造煉瓦蔵　１棟 平28.８.１ 三河町一丁目

イ 登録有形民俗文化財イ 登録有形民俗文化財
№ 登録物件名 登録年月日 所在地
１ 前橋の養蚕・製糸用具及び関連資料 平20.３.13 敷島町

ウ 記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財ウ 記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財
№ 選択物件名 選択年月日 所在地
１ 下長磯の式三番 昭45.６.８ 下長磯町

エ 重要美術品エ 重要美術品
№ 指定物件名 認定年月日 所在地
１ 四神付飾土器 昭10.12.18 総社町三丁目（文化財保護課）
２ 石製鴟尾　１箇 昭11.11.28 総社町総社
３ 石製鴟尾残片　１箇 昭11.11.28 総社町総社
４ 後陽成天皇宸翰古歌御色紙　１幅 昭18.10.１ 千代田町三丁目
５ 後柏原天皇宸翰朗詠詩歌　１幅 昭18.10.１ 千代田町三丁目
６ 霊元天皇宸翰御懐紙　１幅 昭18.10.１ 千代田町三丁目
７ 勾玉 昭14.７.30 三夜沢町
８ 六地蔵石殿 昭18.１.１ 粕川町月田

２　本市内のぐんま絹遺産一覧２　本市内のぐんま絹遺産一覧

№ 名称 所在地 備考
１ 旧蚕糸試験場事務棟（蚕糸記念館） 敷島町 県重要文化財

２ 前橋の養蚕・製糸用具及び関連資料 敷島町
国の登録有形民俗文化
財

３ 旧関根家住宅 西大室町 市重要文化財
４ 萩原家住宅 朝日町 国の登録有形文化財
５ 旧安田銀行端倉庫 住吉町二丁目 国の登録有形文化財
６ 上毛電気鉄道（大胡駅舎ほか） 茂木町ほか 国の登録有形文化財
７ 旧勝山社煉瓦蔵 本町二丁目 国の登録有形文化財
８ 春日神社太々神楽 上佐鳥町 市重要無形民俗文化財
９ 船津伝次平の墓 富士見町原之郷 県史跡
10 紺周郎神碣 上大屋町
11 群馬県蚕糸技術センター 総社町総社
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12 塩原家住宅（旧塩原蚕種株式会社社屋）他蚕種業関係施設 田口町 国の重要文化財
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３ 前橋市景観資産一覧 
№ 名称 所在地 備考

1 立見邸 総社町高井

2 老舗 三俣せんべい 本店 三俣町一丁目

3 鈴木邸 粕川町深津

4 群馬大橋 下り線 石倉町

5 昭和庁舎 大手町一丁目 国の登録有形文化財

6 群馬会館 大手町二丁目 国の登録有形文化財

7 小池邸 青梨子町

8 前橋市芸術文化れんが蔵 三河町一丁目

9 小林邸 小坂子町

10 敷島浄水場 敷島町 国の登録有形文化財

11 滅失

12 旧安田銀行担保倉庫 住吉町二丁目 国の登録有形文化財

13 旧本間酒造 総社町総社 国の登録有形文化財

14 臨江閣 大手町三丁目 国の重要文化財

15 阿久沢家住宅 柏倉町 国の重要文化財

16 広瀬川河畔と比刀根橋 住吉町、千代田町

17 広瀬川河畔と柳橋 住吉町、平和町、千代田町、大手町

18 弁天通名店街アーケード 千代田町三丁目

19 塩原家住宅 田口町 国の重要文化財

20 前橋八幡宮のイチョウ 本町二丁目

21 space Eva のクスノキ 大手町三丁目

22 総社山王の養蚕住宅群とかしぐね 総社町総社

23 前橋駅前ケヤキ並木通り 表町二丁目、本町二丁目

24 上川淵公民館上北分館から眺望する赤城山 中内町

25 前橋カトリック教会聖堂 大手町二丁目 国の登録有形文化財

26 旧奈良製糸所生糸倉庫 日吉町二丁目

27 前橋刑務所（旧・前橋監獄）レンガ塀及び表門 南町一丁目

28 牛込邸 下新田町

29 大渡橋から眺望する赤城山 総社町総社・岩神町

30 敷島公園ボート池から眺望する松林と赤城山 敷島町

31 三夜沢赤城神社参道松並木 三夜沢町

32 赤城山大鳥居 富士見町小暮

33 熊野神社 千代田町三丁目

34 愛宕神社 住吉町二丁目

35 植野稲荷神社 総社町桜ケ丘

36 諏訪神社 上泉町

37 赤城山大沼のアイスバブル 富士見町赤城山

38 赤城山鳥居峠からの雲海 富士見町赤城山

39 赤城山と田園風景 荒子町

40 端気町から眺望する赤城山 端気町

41 上毛大橋から眺望する赤城山と利根川 川原町

42 養林寺の山門 堀越町

43 広瀬川美術館 千代田町三丁目 国の登録有形文化財

44 前橋公園のハクモクレン 大手町三丁目

45 上毛三山（赤城・榛名・妙義）と前橋市街地の眺望 大手町一丁目

46 深津稲荷山から望む赤城山 粕川町深津

47 苗ヶ島町のヒガンバナ 苗ヶ島町

48 前橋公園（さちの池）と榛名山 大手町三丁目

49 群馬大橋付近から望む赤城山 石倉町三丁目

50 白井屋ホテル 本町二丁目

51 まえばしガレリア 千代田町五丁目

52 原嶋屋総本家 平和町二丁目

53 六供八幡宮のクスノキ 六供町一丁目

54 るなぱあくのクスノキ 大手町三丁目

55 市役所 12 階から見る赤城の寝牛 大手町二丁目

56 南町公園の四季 南町二丁目

57 
58

59

日枝神社 山王町
蒼海宿 元総社町

赤城山外輪山などから見る大沼・小沼・覚満淵と赤城山
外輪山との眺望 富士見町赤城山地内
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３ 前橋市景観資産一覧 
№ 名称 所在地 備考 
1 立見邸 総社町高井 
2 老舗 三俣せんべい 本店 三俣町一丁目 
3 鈴木邸 粕川町深津 
4 群馬大橋 下り線 石倉町 
5 昭和庁舎 大手町一丁目 国の登録有形文化財 
6 群馬会館 大手町二丁目 国の登録有形文化財 
7 小池邸 青梨子町 
8 前橋市芸術文化れんが蔵 三河町一丁目 
9 小林邸 小坂子町 
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21 space Eva のクスノキ 大手町三丁目 
22 総社山王の養蚕住宅群とかしぐね 総社町総社 
23 前橋駅前ケヤキ並木通り 表町二丁目、本町二丁目 
24 上川淵公民館上北分館から眺望する赤城山 中内町 
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27 前橋刑務所（旧・前橋監獄）レンガ塀及び表門 南町一丁目 
28 牛込邸 下新田町 
29 大渡橋から眺望する赤城山 総社町総社・岩神町 
30 敷島公園ボート池から眺望する松林と赤城山 敷島町 
31 三夜沢赤城神社参道松並木 三夜沢町 
32 赤城山大鳥居 富士見町小暮 
33 熊野神社 千代田町三丁目 
34 愛宕神社 住吉町二丁目 
35 植野稲荷神社 総社町桜ケ丘 
36 諏訪神社 上泉町 
37 赤城山大沼のアイスバブル 富士見町赤城山 
38 赤城山鳥居峠からの雲海 富士見町赤城山 
39 赤城山と田園風景 荒子町 
40 端気町から眺望する赤城山 端気町 
41 上毛大橋から眺望する赤城山と利根川 川原町 
42 養林寺の山門 堀越町 
43 広瀬川美術館 千代田町三丁目 国の登録有形文化財 
44 前橋公園のハクモクレン 大手町三丁目 
45 上毛三山（赤城・榛名・妙義）と前橋市街地の眺望 大手町一丁目 
46 深津稲荷山から望む赤城山 粕川町深津 
47 苗ヶ島町のヒガンバナ 苗ヶ島町 
48 前橋公園（さちの池）と榛名山 大手町三丁目 
49 群馬大橋付近から望む赤城山 石倉町三丁目 
50 白井屋ホテル 本町二丁目 
51 まえばしガレリア 千代田町五丁目 
52 原嶋屋総本家 平和町二丁目 
53 六供八幡宮のクスノキ 六供町一丁目 
54 るなぱあくのクスノキ 大手町三丁目 
55 市役所 12 階から見る赤城の寝牛 大手町二丁目 
56 南町公園の四季 南町二丁目 



タイトル 著者／編集 発行年 出版・発行
前橋案内 野條愛助 明治31 野條愛助

前橋観光案内 内田親章 昭和11
前橋商工会議所観光
案内部

前橋市史　第一巻～第七巻 前橋市史編さん委員会
昭和46～
昭和60

前橋市

前橋繁昌記 豊国義孝 明治40 前橋繁盛記発行所
前橋繁昌記 保岡申之 明治24 以文會
前橋市文化財調査報告書　第１集～第49
集

前橋市教育委員会
昭和45～
平成30

前橋市教育委員会

前橋商工会議所　創立120周年記念　製
糸の都市前橋を築いた人々

前橋商工会議所 平成30 上毛新聞社

前橋市歴史文化遺産活用委員会　提言書
前橋市歴史文化遺産活用
委員会

平成26
前橋市歴史文化遺産
活用委員会

前橋風土記 豊國義孝 大正２ 豊國義孝
まんが大胡町誌 関口たか広 平成７ 大胡町
宮城村誌 宮城村誌編集委員会 昭和48 宮城村役場
宮城村の民俗（群馬県民俗調査報告書
23）

群馬県教育委員会 昭和56 群馬県教育委員会

元総社村誌 元総社村誌編纂委員会 昭和30
元総社村誌編纂委員
会

焼きまんじゅうあれこれ 原島熊蔵 昭和44 原嶋屋総本店
我がふるさと 町田修一郎 昭和56 町田修一郎

※タイトル五十音順

５　写真・資料提供（敬称略）
大津印刷工業／群馬県世界遺産課／国書刊行会／国会図書館／国際日本文化研究センター／産泰神社
／下田昭一／上毛新聞社／総社神社／総社地区史跡愛存会／都木正雄／都木真澄／立見俊明／田名網
雅久／天狗岩堰土地改良区／原嶋屋／前橋観光コンベンション協会／前橋八幡宮／牧野忠昌
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